
その他の商業－その他におけるはしご等を起因物とする死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労

働

者

規

模

1
9～

10

住宅の屋根の雪おろし中に屋根から梯子で下りる際、誤って梯子から落ちて腰が梯

子に当たった。
34

10

～

29

1
9～

10

管理物件7階、冷凍庫内にて照明の電球交換時、照明近くの棚にのぼり作業を行っ

た。 棚にのぼる際、脚立を使用したが。電球交換後脚立へ移ろうとした時、後方

の脚立位置を確認せず、足をかけてしまったため、脚立まで足が届かず落下し、腰

を打撲し、大腿部を骨折した。

69 ―

1
16～

17

商品倉庫内で、2段積されたネステナーの2段目にある商品（アングル棚）の部材

を確認する為、ハシゴをかけて部材確認をし、ハシゴを下りる際にバランスを崩し

て地面に転倒し、左手・肘を負傷した。

60

10

～

29

1
16～

17

2階で蛍光灯を取り替えようとして脚立に乗っていた際、脚立の三段目あたりでバ

ランスを崩し、左足首と腰を打った。
70 ―

2 8~9

朝からみかんの撰果作業を開始し、しばらくしてダンボールを取りに2階の物置に

アルミ製の梯子を掛けて登っていた時に梯子が滑り、2ｍの高さの位置から床に落

下した。 床がコンクリートの土間で右手をついて、右手首を骨折し救急車で病院

へ搬送された。

62
1～

9

3 13~14
当社敷地内で2階建てハウスの出庫準備で梯子に登り窓を拭いていたところ、梯子

が横滑りし、2階の窓下付近から転落した。
58

1～

9

4
14～

15

水道メーターの検針の際、折りたたみ式パイプ椅子の座面の上でバランスを崩し

た。 左手で枝葉を掴んだが身体を支えきれず後方左側に転倒し、頭と身体を左手 63

300

～



でかばい手の平を地面に強打した。 499

5
11～

12

倉庫の屋根に上り枯葉を掃き下す作業を行った後、屋根から地上に降りる際に、外

灯の支柱に立て掛けた脚立に、足をかけて乗り移ろうとしたところ、バランスを崩

し脚立ごと前方のコンクリート舗装面に転倒した。 隙間が狭いため、脚立を開い

て設置できなかった。 通常、屋根に上る際は他の者が脚立を支えるが、降りる前

に声を掛けたが聞こえず、また他の共同作業者は作業中であったため1人で降りた

ときに転倒した。

76

500

～

999

6
14～

15

ビルの壁に張り紙をする際、脚立に上ったところバランスを崩して転倒し、地面に

体を叩きつけた。
30

1～

9

7 9~10

高さ約10尺（約3メートル）の脚立をはしご状にして、踏ざん（地上から約2.5メー

トル）に乗って植木を剪定中、伸縮部分の留め具が外れてバランスを崩して後方に

転落し、身体を守ろうとして地に左手をついた際、左手首を骨折した。

28

10

～

29

7
10～

11

大ホールロビーにて、前日の葬儀の撤去作業で、脚立を使用してホール入口上部の

飾り付けを取り外していたときに、脚立の上でバランスを崩して転落し、床面で左

肩を強打し、鎖骨を骨折した。

38

30

～

49

9
10～

11

倉庫の2階に於いて、物品を降ろす為に一本梯子を浅く斜めにかけて登った時、一

本梯子が滑ってしまい（滑り止めのゴムは付いていた）約2ｍの高さからコンク

リートの床に落ち、右肋骨、胸部、腹部を強打し負傷する。

45

10

～

29

9
13～

14

事務所から裏の商品を置いている所に向かう通路において、お客様の返品のあった

商品（左手に袋、右手に商品）を棚に持って行く途中、いつもより斜めに置かれて

いた脚立にいつもより前にせり出して置かれていたゴミポリバケツの間を通る時

に、脚立の土台に足をひっかけてしまい転倒し右肩、右胸、右ひじ、左ひざを打

撲、左手親指、つめなどを負傷した。

59

10

～

29

9
12～

13

営業所内の洗車場にて、スチールラックの棚（高さ2m位）の一番上に、物を載せ

るため台（70cm位）に乗り、作業をしていたところ、バランスを崩し、台から転

落した、その際に右側からコンクリート地面に落下し、右手を負傷した。

43
1～

9

10
14～ 常設の10×10mのテントの天幕のロープを締め直し中に、手元がくるい6尺の脚立

48
1～



15 の上から体勢を崩して落下し、右足踵を骨折した。 9

11
17～

18

事務所内の片付け中、支局西側の外付階段の蛍光灯を換えるため脚立を使用してい

る作業中、バランスを崩して転倒した。 階段から落ち頭部を強打した。 本人は支

局2階に居住している。 頭痛と微熱が続き、後日119番し、病院に搬送された。

52
1～

9

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_11.html
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